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Ⅰ．２０１４年度 決算概要 
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’１４/３期 ’１５/３期 前期比 

   経 常 収 益 ７１１ ７１４ ＋３ 

   業 務 粗 利 益 ５７０ ５６０ ▲１０ 

   業  務  純  益 １８６ １６９ ▲１６ 

   経 常 利 益 １８６ ２０２ ＋１６ 

   当 期 純 利 益 １１４ １２２ ＋７ 

増収増益（対前期比） 
当期純利益は過去最高益 

Ⅰ－１－（１）２０１４年度決算ハイライト 

単 
 

体 

’１４/３期 ’１５/３期 前期比 

   経 常 収 益 ８６０ ８６９ ＋９ 

   経 常 利 益 １９９ ２１５ ＋１６ 

   当 期 純 利 益 １１８ １２８ ＋１０ 

増収増益（対前期比） 
当期純利益は過去２番目の水準 

連 
 

結 
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Ⅰ－１－（２）２０１４年度決算損益状況 

’１４/３期 ’１５/３期 前期比 

 経 常 収 益 ７１１ ７１４ ＋３ 

 業 務 粗 利 益 ５７０ ５６０ ▲１０ 

 うち 資 金 利 益 ４７８ ４７６ ▲２ 

 うち 役務取引等利益 ７０ ７５ ＋４ 

 うち その他業務利益 ２０ ７ ▲１２ 

経 費（△） ３７６ ３７９ ＋３ 

一般貸倒引当金繰入額(△) ７ １０ ＋２ 

 業  務  純  益 １８６ １６９ ▲１６ 

（コア業務純益） １７１ １６８ ▲２ 

臨 時  損  益  ０  ３３ ＋３２ 

うち 不良債権処理額(△) １６ ０ ▲１６ 

うち 株式等関係損益 １４ ２４ ＋９ 

 経 常 利 益 １８６ ２０２ ＋１６ 

特 別 損 益 △１ △０ ＋１ 

 法人税等税金費用（△） ７０ ８０ ＋９ 

 当 期 純 利 益 １１４ １２２ ＋７ 

（与 信 費 用） （△） ２１ ９ ▲１２ 

〔単位：億円〕 【単体】 

業務粗利益 
 国債等債券損益減少による 
 その他業務利益減少等に 
 より、前期比▲１０億円 

単体決算のポイント 

業務純益 
 業務粗利益減少に加え、 
 経費及び一般貸倒引当金 
 繰入額が増加したことから、 
 前期比▲１６億円 

経常利益 
 業務純益は減少したもの 
 の、臨時損益の改善により、 
 前期比＋１６億円 

臨時損益 
 不良債権処理額減少およ 
 び株式等関係損益改善に 
 より、前期比＋３２億円 
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Ⅰ－１－（３）主要勘定平残・利回り等の推移 

資金利益の増減要因 利回り等推移 平残推移 
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Ⅰ－１－（４）総預金末残及び県内預金シェア推移 

総預金は個人・法人部門で増加（前期末比＋４２６億円、年増率＋１．１％） 

県内でも、個人・法人を中心に増加（前期末比＋５６９億円、年増率＋１．６％） 

  しており、シェアは４７％超を堅持 

※除く譲渡性預金 
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※シェアはゆうちょ銀を除く当行算定の推計値 

（％） 

県内預金末残及びシェア 総預金末残 

38,750 
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Ⅰ－１－（５）総貸出金末残及び県内貸出金シェア推移 

総貸出金は全部門で増加（前期末比＋１，１５６億円、年増率＋４．５％） 

個人向は住宅ローンを中心に増加（前期末比＋２０１億円、年増率＋２．９％ ） 

県内貸出金も順調に増加し、シェアは４４％超を堅持 
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※政府系金融機関を除く 

（億円） （％） 

総貸出金末残 

26,890 



Ⅰ－１－（６）有価証券残高・含み損益の状況 
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有価証券残高推移（末残） 有価証券含み損益推移 

※デュレーションはヘッジ考慮後の計数 

国内有価証券利回り･デュレーション推移 

（年） 

(億円) 
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7 
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Ⅰ－１－（７）不良債権（金融再生法開示債権）の状況 
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不良債権（金融再生法開示基準）の推移                    

（億円） 

不良債権総額は２２億円増加するも、不良債権比率は２．２６％に改善 

与信費用比率も、引き続き低水準 
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Ⅰ－１－（８）自己資本比率及び資本配賦の状況 

貸出金増加等で自己資本比率低下するも、 
 自己資本額は順調に増加 

（％） （億円） 

2,209 2,276 2,340 

バーゼルⅡ バーゼルⅢ 

新基準による 
自己資本比率 

自己資本 
（コア資本） 

リスク資本の状況と配賦額 

2,521 

自己
資本 

単体 

ﾘｽｸ量 
895 

ﾘｽｸ資本 
配賦額
1,377 

 
459 信用リスク 

金利リスク 

オペリスク 

163 

180 株式リスク 

未使用額 
482 

ﾊﾞｯﾌｧｰ 
1,144 

93 

’15/3 ’15年度 

（金額単位：億円） 

自己資本比率の状況 

’15/3 

バッファーを確保の  
うえリスク資本を配賦 

自己資本に対するリスク量は、      
健全な水準（３６％程度）で推移 
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Ⅰ－１－（９）資本政策・配当方針 

２０１５年３月期配当予定 

銀行業の公共性に鑑み、健全経営の観点から適正な内部留保の充実
に配慮しつつ、安定的な配当の実施に努める  

１ 株 当 り 年 間 配 当 

通 期 中 間 期 末 

２０１５年３月期（予定） １１円００銭 ５円００銭 ６円００銭 

２０１４年３月期 ９円５０銭 ４円５０銭 ５円００銭 

２０１３年３月期 ９円００銭 ４円５０銭 ４円５０銭 

発行済株式数及び１株当たり純資産の推移 

（単位： 
百万株） 

創立９０周年記念配当として、１株当たり１円の記念配当を実施予定 

１５年３月期の配当については通期１１円（中間５円、期末６円）を予定 

（単位：円） 

配当方針 
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Ⅰ－１－（１０）２０１５年度業績予想 

 【 単体 】  （単位：億円） 
’１５/３期 
実績 

’１６/３期 
予想 

前期比 

業務粗利益 ５６０ ５４３ ▲１７ 

うち資金利益 ４７６ ４７０ ▲６ 

うち役務取引等利益 ７５ ７５ ＋０ 

うちその他業務利益 ７ △２ ▲１０ 

経費（△） ３７９ ３９４ ＋１４ 

一般貸倒引当金繰入額（△） １０ △７ ▲１８ 

業務純益 １６９ １５６ ▲１３ 

（コア業務純益） １６８ １３９ ▲２９ 

臨時損益 ３３ ２６ ▲７ 

うち不良債権処理額（△） ０ １７ ＋１７ 

うち株式等損益(３勘定尻) ２４ ４０ ＋１５ 

経常利益 ２０２ １８２ ▲２０ 

特別損益 △０ △０ ▲０ 

当期純利益 １２２ １２０ ▲２ 

（与信費用）（△） ９ ８ ▲１ 

平残・効率 
’１６/３期 

予想 

’１５/３期 

比 

貸出金平残 ２６，８０１ 
＋８１５ 

（＋３．１％） 

有価証券平残 １６，０８０ 
＋８５４ 

（＋５．６％） 

預金等平残 ４０，７２４ 
＋４５２ 

（＋１．１％） 

資金運用利回り １．１８％ ▲０．０９％ 

  うち貸出金 １．２９％ ▲０．０７％ 

  うち有価証券 １．０７％ ▲０．０４％ 

資金調達利回り ０．１２％ ▲０．０１％ 

  うち預金等 ０．０３％ ▲０．００％ 

経費率 ０．９６％ ＋０．０２％ 

総資金利鞘 ０．１３％ ▲０．０８％ 

預貸金利鞘 ０．２９％ ▲０．０９％ 

業績予想の前提 （単位：億円） 


